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念されることから，羅臼町観光協会などは，ネ

イチヤーガイドやインターネットでその存在を

積極的に公開し、そのつき合い方（利用と保護

）を考える場としてID報公開に踏み切ったらし

い。

自然とのつき合いを考える時．国立公園に限

らすこのよう芯問題はしばし起る。自然に足を

踏み入れれば．生態系は少なからす影響を受け

る。私自信も自然を案内する者として。利用さ

せてもらう立温として自然との接し方を考えて

いきたい。

鑓

私だちのイベントを行っている箇所の一つ

に羅臼湖がある。７月末に予定していた観察

会は今年も定員４５名に射し，１３０名近い応

募はあつだが，残念ながら雨天中止のため，

申込者もさぞがっかりしていだごとだろう。

知床と言えば五湖が有名だが，その反面あ

まり知られていないのが羅臼湖である。半島

に幾つかある湖沼の中琶，一番大きく神秘性

に溢れているこの湖は．知床峠から羅臼町へ

３ｋm下った国道沿いのカーブに出入り□があ

る。片道ｚ､６km程度，途中に五つの沼を遡り

ながらの植物観察芯とが出来る高地湿原コー

スごある。しかし，近年マスコミ報道などで

知られるように芯つだだめ，人の入込みも多

くなり．歩道の拡大にとも趣う植生破壊か鯨
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夏本番となり，今年も知床半島に多くの観

光客が全国から訪れている。

観光でくる人，登山目的こくる人など様々

である。登山客には特に斜里岳・羅臼岳の人

気はすさまじい。

まだ，羅臼岳から硫黄山への縦走（知床連

山の縦走）も人気がある。

その硫黄山の麓には若者がかならず訪れるカ

ムイワッカがある。この川は上流で温泉が湧

き，硫黄を含む温水が平滑な川床を流れてお

り湯蜜になっている。多くの観光客が訪れる

所ですか，カムイワッカ地区の自然環境保全

と渋滞緩和のだめ，７月２６曰から８月１０

日壷冠の１６日間，交通規制を行なっている

ひっそりと咲くゴゼンタチバナ
＄■■■■ロ■■｡■'■■■■＝■■■白白￣■■￣■■■■9写■Ｂ■■■■ロ■■■■■■■■■い中一可印■■B巳■■■■■■■■■■■■■■ＤＰ￣ｗ■■卯■■■｡■■■□￣白■■甲■■■■■■■■■■■ＤＢ■■ﾛﾛ■■■■■■■■￣●U■■■■■■■＝■■■■■■■、■■⑪■－■■＝■■■■■■■■■ロー中心一■■＝■■■■p■■■■■。q●■■Ｂ■ ■

■
』
■
●
■
』
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
』
』
■
■
』
巴
■
■
⑪
■
▲
■
■
』
■
■
■
■
凸
■
■
■
■
□
⑪
ｃ
▲
■
●
●
■
勺
●
●
■
■
Ｐ
●
■
■
●
■
■
■
■
』
■
■
■
■
■
■
已
毎
■
■
こ
ら
■
■
⑪
●
■
■
の
■
■
■
■
■
■
■
■
白
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
。
■
■
●
●
■
■
ｃ
ｃ

■
■
■
二
■
■
痒
い
■
■
ｓ
の
■
■

f･I」UD刀、 鍵鰯澱鰯i電議鐵蕊欝

よく胆謹土地章好むここから,北海道では肥沃度をＩ
判定する指標種とされ，開墾を進めだと言う話かあり講
す｡ｳｺｷﾞ科のﾊﾘｷﾞﾘ属で.別名セン,ｾﾝﾉｷ.１
ダラセン葱とと呼ばれ、大きな葉は天狗の羽団扇に似てｉ
いて親しみがあります｡高さ25m,太さ1ｍになる譲
葉広葉樹ご用途は建築･家具･合板盆と北海道主産地１
の家具材の王様として知られ，樽の代用に使われることｉ
も多く器具・盆・膳などにも用いられています。
名前の通り小枝にハリのような刺あり．幼木時は幹にｉ

刺かだくさんあることから.山菜ごおmll染みのタラノキ：
とよく間違えられます。

花は１本の木に両性花をつける雌雄両金冠．７～８月ｉ
頃に丸い形をした花を開花させ.IC月頃に実が黒く熟｜
します。

樹皮は厚く，ごつごつしていてとても特徴のある木ご;
す。

ハリギリ

エゾヒグマの鮫歩？

知床も観光客て賑わっている反面，マナー

の悪い人もあとを絶えない。

シーズンになると観光地美化キャンペーン

や美化清掃運動など，環境庁・斜里町・羅臼

町の呼び掛けで行なっているが空缶等が公道

沿線に散乱している。

知床半島には，原生林に守られながら色々

葱動物かいる。その中ども北海道を代表する

エゾヒグマがいる。食べ残しを捨てたり車中

から餌を与えるため，人を見ると餌を貰える

と思い観光霧ご賑わう知床五湖や国道に出没

している。

ヒグマは大変危険な動物電ある。自然に接

する鰯合，鯛を与えたり．ゴミ・空缶を捨て

たりしないようマナーを心掛け，楽しい知床

の想い出の旅にして頂きたい。
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人事異動８月１日付愛媛森林管理薯宇和島事務所より所長に都留浩明
８月１日付北海道森林管理局北見分局監寳官須合民

知床五湖から釦床連山を望む

平廟１１年８月篤歴号

フタマタタンポポ(キク科）

高山帯の草原や岩藤地に

育ち花は７～８月咲き高さ

５～２０cmの多年草黄色の

花です
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７月９日（金），斜里町立宇登＆小中学

校（中学１年生）の生徒さん２２名が（引

率教諭４名含む），緑弦しい「知床自然観

察教育林」で自然体験を行いましだ。

この「知床自然観察教育林」は，自然観

察・教育．森林の機能の学習の場等に活用

を図ろため設置されており．知床半島の自

然が凝縮された形で保存されているところ

冠す。

このような自然が身近にある字登呂小中

学校君は，毎年．自然体験学習を実施して

いますが，今年は自然体験を知床自然観察

教育林で実施することとしました。

引率の先生・生徒２２名にセンター職員

を加えた総勢２５名の－行は，早速自然観

察教育林に入り，自然観察の開始です。

コースは．前半は下りで後半は登りです

。生徒の皆さんも，初めのうちは「下りは

楽だね」と元気は良かったのですが．やや

急な下りが６００ｍ続くことから鑓中ご「

ヒザが笑い出す！」人もいて苦労されてい

たようです

コース内では，インストラクターから，

森林のこと，植物のこと．動物のことなど

一連の生蝋系についての説明かあり．生徒

の皆さんも．普段は入ることの少怠い森林

についての各種の説明を熱心に聞かれてい

ましだ。

なお．自然体験学習を終え庵生徒の皆様

から，感想文を頂きましだ。全員の感想文を掲

戟しだいのこすが，２～３の感想文を掲載しま

す。

とのふれあい

一グーグーグーグークーグーゴーグーグ－つ

第２７回森とのISIれあい「森の手助け・除

伐と炭焼き」を．７月１日（木）実施しまし

た。前日から低気圧か接近し，全道的な雨模
貝剣に除伐作業に取り組む6鋤､者様乙．朝天候が心配されましだが，斜里町は

風か吹いだ程度こすみましだ。８歳から７５方法についての説明や注意事項などを学び，

歳までの２３名が参加し，森林づくりと炭焼４班に分かれて作業をスタートしましだ｡初
さを体験しましだ。除伐箇所は平成１年に檀めはぎこちない手つきでしだが，次第にコツ
えられだアカエゾマツの人工林です。参加者をつかみ，真剣な表情琶除伐木を取り除いて
は怪我やスズメバチの襲来に備え．ヘルメッいました。昼は炭焼き会鬮のセンターに戻り

トに防蜂網，防蜂手袋を身にまとい，除伐に，職員が焼いた自家製の木炭でバーベキュー

必要な鋸を腰に付け．支度を整えだあと除伐・午後からは．ドラム缶を便つだ炭焼き法を

､ 鰊 ~、

にせて作つだステンレス製の炭窯に，ダケカ

ンバの原木を切り，隙間がないように詰め．

粘土で窯ロを塞ぎ，着火する哉冠を体験しま

しだ。予め職員が炭焼きし，用意してい庵も

う－台の窯から，焼き上かつ庵炭を取り出し

焼け具合を見て．出来上がった木炭を持ち帰

ってもらいましだ。職員から木炭の燃料とし

ての利用の外，浄化剤．調湿．消臭，土壌改

良など，さまざまな効用の脱明を聞き「早速

トイレに圃毒．消臭に利用した」という便り

タケカンバの原木を切りろ穆加者がありましだ。
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らゆろケガに対する対処の方法や三角巾を便

つだ応急処囲，山の中でのけが人の運び方等

を実技を交え教えてい庭だきました。

なか葱か－度では覚え壱れ趣いものもあり

戸惑いながらも消防署職員から丁寧にレクチ

ャーを受け各人真剣な表情ご実技をこなして

いましだ。

最後に昨年の復習ということで心肺蘇生を

もう一度行いましたが，１年経つとなかなか

願序を思い出せず苦労する塩面もあい蘇生

法を身につけるための曰頃の復習とイメージ

トレーニングの大切さがわかりましだ。

昨年，安全週間中に心肺蘇生の講習

を行い，救命講習が事故が起き庵堀台に

大変役に立つということで評判がよく、

今年は安全週間の中琶止1m法やケガをし

だ場合の応急処置について行いました。

講師を地元斜里消防署に依頼し、最近の

事故などの状況と止血やケガの応急処置

法についてビデオと実技の方法のレクチ

ャーを受け，職員どうしで実技練習を行

いました。

止血の方法や止血ポイントの押さえ方

,切り傷・擦り傷・骨折・やけど等のあ

闇
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